
アサヒグループジャパン株式会社
業　　　　種／サービス業
主な事業内容／飲料、食品製造販売
従 業 員 数／250人

　グループ全従業員を対象に、専
用システムを使った安否確認訓
練、消防署との合同避難訓練を
行っている。発災時には、社内に
留まり、避難するときには防災セ
ンターの指示に従うことを訓練
している。また、次の訓練までの
間を補完するため新規着任者向
けに作成した防災ビデオにて周
知努力している。
　災害対策本部では、現況確認訓
練が行なわれる。また、本部のメ
ンバー全員が災害現場にいると
は限らないので、Webも交えての
ハイブリッドで緊急事態対策本
部を立ち上げている。
　実際に令和6年能登半島地震が
起きた際、安否確認システムでの
安否確認が行われ、集計はスムー
ズに行なわれた。

　年に１回、停電を伴う災害を想
定し、全国の中継局を通して安定
した電波が送られるMCA(マルチ
チャンネルアクセス)無線や衛星
電話を使用し、被災停電拠点との
状況報告訓練等を行う。
　また、災害が起きた際には、被災
停電拠点にMCA無線機を運び、本
社との連絡を絶やさないことも計
画している。

グループ全従業員を対象に安否確認訓練を実施

緊急事態対策本部にて被災状況を把握

ERP訓練の様子

各社ごとに状況を説明

■ERP、BCP訓練

MCA無線機衛星電話

首都直下型地震に備える蓄電
池。今後、増強の必要を検討中

専用システムで全従業員の安否を確認した上
で、本社役員・部長を対象とした災害時の
ERP、BCP訓練も
行っている。
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被災停電拠点との通信に向けた
衛星電話訓練、MCA無線訓練の実施
被災停電拠点との通信に向けた
衛星電話訓練、MCA無線訓練の実施

※ERP(Emergency｠Response Plan) とは、『緊急事態対応マニュアル』『全体フロー』『行動手順
　(チェックリスト )』で構成される災害発生時に迅速かつ的確に対処するための計画


